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○ P13    【発注者指定型の場合】 【発注者指定型の場合】

3.4    　費用算出方法 （本文略） （本文略）

  【受注者希望型の場合】 

  本試行工事を実施するにあたり必要

 とする費用については、技術管理費（率

計上）に含むものとする。

〇 P14 （記載例） （記載例） 

4.1 特記仕様書 １．工事現場の遠隔臨場に関する試行 工事現場の遠隔臨場に関する試行【発注

【発注者指定型の場合】 工事 者指定型】 

 本工事は、「工事現場の遠隔臨場に １．概要 

 関する試行工事（以下、「本試行工事」 本工事は、「工事現場の遠隔臨場に関

 という。）」の対象工事である。 する試行要領（水産基盤整備事業（漁場）」

 受注者における「段階確認に伴う手 に基づく発注者指定型の試行工事（以下、

 待ち時間の削減や確認書類の簡素化」 「本試行工事」という）である。 

  や発注者（工事監督員）における「現

  場臨場の削減による効率的な時間の活

  用」等を目指し、モバイル端末等によ

  る映像と音声の双方向通信を使用して

 「段階確認」、「材料確認」と「立会」  

  の遠隔臨場を行うものである。なお、

 本試行工事は、『工事現場の遠隔臨場  

  に関する試行要領（水産基盤整備事業

 （漁場））』の内容に従い実施する。  

   

   ２．試行内容 ２．試行内容

（本文略） （本文略）



 4.2.特記仕様書 （記載例） 

【受注者希望型の場合】 工事現場の遠隔臨場に関する試行【受注

 者希望型】 

 １．概要 

 (1) 本工事は、｢工事現場の遠隔臨場に

 関する試行要領(水産基盤整備事業

 (漁場))｣（以下、｢本要領｣という）

 に基づく受注者希望型の試行工事

 （以下、｢本試行工事｣という）であ

 る。 

 (2) 遠隔臨場の受注者希望型は、受注者

 の希望に基づき、受発注者協議により

 決定する。 

 (3) (2)の規定に基づき遠隔臨場の試行

 が決定した場合は、本要領に基づき

 試行を行うものとする。 

  

 ２．試行内容 

 （1）段階確認、立会での確認 

 ①  受注者がモバイル端末等により

 撮影した映像と音声を監督職員等

 へ同時配信を行い、双方向の通信

 により会話しながら確認し、必要

 な場合は録画する。試行内容につ

 いては、受注者との協議により実

 施するものとする。 

 ②  モバイル端末等の使用は、「段階確

 認」､「材料確認」と「立会」だけでは

 なく、現場不一致、事故などの報告時等

 でも活用効果が期待されることから、受

 注者の創意工夫等、自発的に実施する行

 為を妨げるものではない。 

 （2）機器の準備 

 本試行工事に要するモバイル端末

 等の映像と音声の配信に必要な機器

 等は受注者が手配、設置するものと

 し、詳細については、工事監督員と

 協議し決定するものとする。 

 （3）効果の検証 

本試行工事を通じた効果の検証及

び課題の抽出に関するアンケート調



査に協力するものとする。詳細は、

工事監督員の指示による。 

（4）費用 

本試行工事を実施するにあたり必

要とする費用については、技術管

理費（率計上）に含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




